
豊橋技科大と岡崎工業高校等の著作「超微量分析入門」が出版されました。 
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このたび,高等学校化学基本レベルの知識でも対応できる超微量分析

の入門書・教科書「超微量分析入門」が出版されました。 

本書は,高等学校での化学の学習状況が十分ではない学生でも，高等

学校化学から大学化学ヘと無理なくスムーズに移行できるように配慮

されています。本書が多くの場面で実際に活用され，それを通じて，分

析化学分野で近年特に重要視されている超微量分析を身近に感じてい

ただき，化学系高校,高等専門学校,あるいは大学の教養教育段階での教

材として広く使用されることを期待します。本学博士後期課程を修了し

た愛知県立岡崎工業高等学校の井上満教諭,山梨大学の植田郁生助教,そ

して本学応用化学・生命工学系の齊戸美弘教授が中心となって執筆・編

集を行っています。なお,本書は、あいち STEM（Science , Technology, 

Engineering, Mathematics）ハイスクール研究指定事業において提携関係

にある本学と岡崎工業高等学校所属教員の協力により出版されました。 
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